
 

今
年
５
月
の
労
働
法
コ
ラ
ム
で
、

定
年
後
嘱
託
社
員
と
し
て
再
雇
用
さ

れ
た
労
働
者
に
つ
い
て
、
業
務
内
容

が
全
く
同
じ
で
あ
る
の
に
賃
金
を
２

～
３
割
カ
ッ
ト
し
た
扱
い
を
労
働
契

約
法
２
０
条
（
期
間
の
定
め
が
あ
る

こ
と
に
よ
る
不
合
理
な
労
働
条
件
の

相
違
の
禁
止
）
違
反
と
し
、
賃
金
差

額
の
支
払
を
命
じ
た
判
決
を
紹
介
し

ま
し
た
（
東
京
地
裁
判
決
平
成
２
８

年
５
月
１
３
日
）。 

 

と
こ
ろ
が
、
今
年
の
１
１
月
２
日
、

東
京
高
裁
は
こ
の
労
働
者
勝
訴
の
判

決
を
取
り
消
し
、
労
働
者
の
請
求
を

棄
却
す
る
不
当
判
決
を
出
し
ま
し

た
。 

 

ま
ず
、
東
京
高
裁
は
、
使
用
者
の

「
正
社
員
と
定
年
後
嘱
託
社
員
と
は

地
位
が
違
い
、
期
間
の
定
め
に
よ
る

労
働
条
件
の
違
い
で
は
な
い
た
め
、

労
働
契
約
法
２
０
条
を
適
用
し
た
の

は
誤
り
だ
」
と
の
主
張
に
つ
い
て
は
認

め
ず
、
労
働
条
件
の
違
い
は
期
間
の
定

め
の
有
無
に
関
連
し
て
生
じ
た
も
の

と
し
て
、
２
０
条
の
適
用
を
認
め
ま
し

た
。 

 

そ
の
上
で
、
東
京
高
裁
は
、
定
年
後

嘱
託
社
員
の
業
務
の
内
容
や
責
任
の

重
さ
、
能
力
が
定
年
前
と
変
わ
ら
な
い

と
認
め
つ
つ
も
、
「
①
定
年
退
職
後
の

雇
用
確
保
措
置
と
し
て
の
有
期
労
働

契
約
は
一
般
的
で
あ
る
、
②
定
年
後
継

続
雇
用
制
度
の
導
入
状
況
を
見
る
と
、

企
業
の
多
数
が
継
続
雇
用
者
の
業
務

内
容
等
を
変
更
せ
ず
定
年
前
よ
り
賃

金
を
引
き
下
げ
て
い
る
、
③
②
の
事
実

は
公
知
で
あ
り
、
社
会
的
に
も
容
認
さ

れ
て
い
る
、
④
本
件
使
用
者
の
業
績
が

赤
字
で
あ
る
と
推
認
で
き
る
上
、
使
用

者
が
定
年
後
嘱
託
社
員
に
歩
合
給
を

設
け
た
等
正
社
員
と
の
賃
金
格
差
を

縮
め
る
努
力
が
認
め
ら
れ
、
２
０
％
程

度
の
賃
金
減
額
が
直
ち
に
不
合
理
で

あ
る
と
は
言
え
な
い
」
等
述
べ
、
本
件

に
お
け
る
労
働
条
件
の
違
い
は
不
合

理
で
は
な
く
、
労
働
契
約
法
２
０
条
に

違
反
し
な
い
と
判
示
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
判
決
は
、
定
年
後
、
労
働
実
態

を
そ
の
ま
ま
に
再
雇
用
さ
れ
た
嘱
託

社
員
に
対
す
る
不
当
な
賃
金
カ
ッ
ト

を
、
「
一
般
的
に
広
く
行
わ
れ
、
社
会

的
に
容
認
さ
れ
て
い
る
」
か
ら
、
と
い

う
理
由
で
追
認
し
て
し
ま
う
も
の
で
、

期
間
の
定
め
の
有
無
に
関
連
し
た
労

働
者
間
の
差
別
的
取
扱
を
禁
止
し
た

労
働
契
約
法
２
０
条
の
意
義
を
失
わ

せ
か
ね
な
い
不
当
判
決
で
す
。
今
後
、

労
働
契
約
法
２
０
条
の
趣
旨
に
の
っ

と
っ
た
上
告
審
判
決
が
出
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。 
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労働法コラム    第３５回 
 

  

 

 

黒崎合同法律事務所 

溝口 史子 弁護士 

 
 

 黒崎合同法律事務所 

    平山 博久 弁護士 

投稿 学嘱労秋の賃金確定闘争 
 

８日間連続の座り込み、２回の要請行動、決起集会

を成功させ、臨時職員の賃金引上げ、子の看護休

暇制度等の前進を勝ち取る 

北九学嘱労書記長  高﨑 恭子 
 

２０１６年度の賃金改定交渉では同じ仕事をしているパ

ートと臨時の賃金格差の改善・子の看護休暇の改善・継続

雇用を求めて、勤務終了後、教育委員会廊下に 8 日間の座

り込み、2 回の要請行動、総決起集会など延べ３２４名が

結集してたたかいました。結果 当初提案の臨時職員の１

日に１０円の賃上げを９０円に引き上げることができまし

た。昨年から念願の「子の看護休暇」の改善では対象年齢

を「小学校就学前から中学校就学前まで」に改善できたこ

とは大きな前進です。 

学校給食で働く臨時職員の賃金については、教育委員会

は「パートとの格差を認識している。また本人がノロウイ

ルス（感染症）にかかった場合の休暇についても何かでき

ないか考えている。今後、労働組合と十分話し合っていく。」

ことを引き出すことができました。雇用問題についてはこ

れからの交渉になります。この団結の力で雇用の継続も勝

ち取れるよう頑張っていきます。 

学嘱労の座り込みに、福岡自治労連礒田委員長、北九州

地区労連道下事務局長、日本共産党藤沢市議、北九市職労

小倉地区協議会池田支部長、母親連絡会、ツクイマタハラ

裁判原告の西原さんなどが支援に訪れ、それぞれから激励

をいただきました。激励、ありがとうございました。 

雇用の継続、賃金引上げ等の実現をめざし、 

８日間連続の座り込みや要請行動を取組みました。 

北九州地区労連第７０回 
評議員会が開かれます 

 
と き ２０１６年１２月９日（金） 
    １８時３０分～ 
ところ 戸畑生涯学習センター 3 階 
議 題 ①秋季年末闘争経過報告 財政報告 

    ②2017 年春闘方針（案） 



加
盟
組
織
の
要
求
前
進 

戦
争
法
の
廃
止 

雇
用
を
守
れ
！ 

「
公
契
約
条
例
の
早
期
制
定
」「
嘱
託
職
員
の
雇
用
継
続
を
！
」
な
ど
を
求
め
て 

１
０
・
２
１
秋
季
年
末
闘
争
の
前
進
を
め
ざ
す
地
域
総
行
動
を
展
開 
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北
九
州
地
区
労
連
は
、
秋
の
た
た
か
い
で
「
す
べ
て
の
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
と
賃
金
の
底
上
げ
」「
労
働
法
制
の
改
悪

阻
止
」「
戦
争
法
廃
止
」「
原
発
ゼ
ロ
」
の
取
り
組
み
の
前
進
を
図
る
た
め
、
ま
た
、「
現
在
北
九
州
で
た
た
か
わ
れ
て
い
る

す
べ
て
の
争
議
の
早
期
解
決
」
を
図
り
、「
公
契
約
条
例
早
期
制
定
」「
学
校
給
食
民
営
化
反
対
」「
学
嘱
労
組
合
員
の
雇
止

め
反
対
」
な
ど
を
求
め
て
、
１
０
月
２
１
日
に
、「
２
０
１
６
年
秋
季
年
末
闘
争
の
前
進
を
め
ざ
す
１
０
・
２
１
地
域
総
行

動
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
行
動
に
は
、
加
盟
組
合
か
ら
延
べ
５
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

行
動
の
内
容
は
、
７
時
か
ら
市
内
４

つ
の
駅
頭
で
早
朝
宣
伝
を
行
い
ま
し

た
。
宣
伝
行
動
で
は
、
各
地
区
協
の
役

員
が
マ
イ
ク
宣
伝
を
行
い
、「
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
告
発
」
と
「
労
働
組
合
に
加
入

し
よ
う
」
と
書
か
れ
た
チ
ラ
シ
を
配
布

し
て
宣
伝
し
ま
し
た
。
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
。」「
ご
く
ろ
う
さ
ん
で
す
。」

と
言
っ
て
、
元
気
よ
く
声
を
か
け
チ
ラ

シ
を
受
け
と
っ
て
く
れ
る
、
通
勤
途
中

の
労
働
者
に
元
気
を
も
ら
っ
た
宣
伝

行
動
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
市
職
労
本
部
に
移
動
し
、
９

時
１
５
分
か
ら
北
九
市
職
労
本
部
会

議
室
で
行
動
内
容
の
確
認
の
た
め
の

意
思
統
一
集
会
を
開
き
ま
し
た
。 

１
０
時
か
ら
北
九
州
市
に
対
す
る

要
請
を
窓
口
で
あ
る
雇
用
政
策
課
で

行
い
ま
し
た
。
冒
頭
、
永
冨
議
長
が
、

「
新
し
く
地
区
労
連
議
長
と
な
っ
た

挨
拶
と
合
わ
せ
、
今
回
の
行
動
の
目

的
・
意
義
な
ど
に
つ
い
て
発
言
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
道
下
事
務
局
長
が
「
戦

争
法
廃
止
、
南
ス
ー
ダ
ン
へ
の
自
衛
隊

派
遣
中
止
の
意
見
表
明
を
求
め
る
要

請
書
」、
福
建
労
新
屋
敷
書
記
長
が
「
公

契
約
条
例
の
早
期
制
定
を
求
め
る
要

請
書
」、
学
嘱
労
の
出
口
委
員
長
が
「
嘱

託
職
員
の
雇
用
の
継
続
と
民
間
委
託

に
反
対
す
る
要
請
書
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ

が
読
み
上
げ
大
迫
課
長
に
手
渡
し
３

つ
の
課
題
に
つ
い
て
要
請
し
懇
談
し

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
に
つ
い
て
、「
公
契
約
条
例
の
必

要
性
、
非
正
規
労
働
者
に
対
す
る
雇
用

の
継
続
と
労
働
条
件
の
改
善
、
争
議
の

早
期
解
決
に
北
九
州
市
と
し
て
尽
力

雨
あ
が
り 

 
 

 今
年
も
早
い
も
の
で
１
１
月
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
季
節
の
言
葉
に
つ
い

て
少
し
調
べ
て
み
ま
し
た
。 

１
１
月
７
日
は
、
二
十
四
節
気
の
一

つ
立
冬
に
あ
た
り
、
こ
の
日
か
ら
暦
の

上
で
は
立
春
前
日
（
節
分
の
日
）
ま
で

冬
に
な
り
、
こ
の
頃
か
ら
冬
の
気
配
が

現
れ
て
き
て
、
北
国
や
山
々
か
ら
は
初

雪
の
便
り
も
届
く
時
節
だ
そ
う
で
す
。

朝
夕
も
め
っ
き
り
と
寒
く
な
り
、
同
じ

季
語
に
は
「
冬
立
つ
」「
冬
に
入
る
」「
冬

来
る
」
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

小
春
日
和
（
こ
は
る
び
よ
り
）
と
は
、

１
１
月
の
初
冬
は
寒
く
な
り
冷
た
い

北
風
が
吹
き
ま
す
が
、
大
陸
高
気
圧
が

移
動
し
て
風
も
弱
ま
り
、
穏
や
か
で
ま

る
で
春
の
よ
う
に
暖
か
い
晴
天
の
日

が
訪
れ
ま
す
。
こ
の
日
を
小
春
日
和
と

言
う
そ
う
で
す
。
秋
の
柔
ら
か
な
日
差

し
が
心
地
良
く
感
じ
ら
れ
、
紅
葉
を
見

な
が
ら
の
散
歩
や
ハ
イ
キ
ン
グ
に
は

お
勧
め
の
天
候
で
す
が
、
夕
方
か
ら
は

放
射
冷
却
が
始
ま
っ
て
、
ぐ
ん
と
冷
え

込
み
寒
さ
が
強
ま
り
日
中
の
薄
着
で

は
寒
く
感
じ
れ
ま
す
。 

１
１
月
２
２
日
は
、
二
十
四
節
気
の

一
つ
の
小
雪
に
あ
た
り
ま
す
。
立
冬
の

後
の
１
５
日
目
で
、
「
小
」
は
寒
さ
は

ま
だ
厳
し
く
な
く
、
わ
ず
か
な
が
ら
雪

が
降
り
始
め
る
よ
う
に
な
る
頃
で
す
。

雪
国
か
ら
は
雪
便
り
が
届
き
、
東
京
周

辺
で
も
霜
が
見
ら
れ
始
め
ま
す
。 

今
年
も
残
る
と
こ
ろ
約
１
か
月
で

す
が
、
健
康
に
は
充
分
気
を
つ
け
て
い

き
た
い
も
の
で
す
ね
！ 

 
 

（
亀
） 

し
て
も
ら
い
た
い
。」
な
ど
の
補
強
す

る
意
見
が
出
さ
れ
、
大
迫
課
長
か
ら
、

「
要
請
に
つ
い
て
承
っ
た
。
関
係
部
局

に
あ
げ
早
急
に
回
答
し
た
い
。
」
と
見

解
が
の
べ
ら
れ
、
永
冨
議
長
は
、
回
答

と
合
わ
せ
懇
談
の
場
を
設
定
す
る
よ

う
求
め
北
九
州
市
に
対
す
る
要
請
行

動
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

１
１
時
１
５
分
か
ら
教
育
委
員
会

総
務
課
に
対
し
て
「
学
校
給
食
職
員
の

雇
い
止
め
」、「
民
間
委
託
問
題
」
に
つ

い
て
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

毎
回
行
っ
て
い
る
北
九
州
商
工
会

議
所
、
九
州
電
力
北
九
州
営
業
所
へ
の

要
請
行
動
は
日
程
の
関
係
で
、
１
１
月

２
２
日
に
実
施
し
ま
す
。 

 

北九州市への要請行動で挨拶する永冨議長 

公契約条例を制定を要請する 

新屋敷福建労書記長 
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今
期
か
ら
新
た
に
事
務
局
次
長
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
出
身
は
医
労
連
・

健
和
会
労
働
組
合
で
、
単
組
で
は
今
年

６
月
か
ら
労
組
専
従
と
し
て
働
い
て

い
ま
す
。 

地
区
労
連
の
活
動
は
ま
だ
経
験
が

浅
く
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も

北
九
州
の
労
働
組
合
運
動
の
前
進
の

力
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
だ
３
０
歳
と
い
う
こ
と
で
、
若
さ

を
生
か
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
１
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

 

２
０
１
２
年
の
第
２
４
回
定
期
大

会
で
事
務
局
長
に
選
出
さ
れ
、
早
５
年

が
経
ち
ま
し
た
。
就
任
以
来
地
域
ユ
ニ

オ
ン
の
書
記
長
と
し
て
、
労
働
相
談
活

動
に
と
り
く
み
、
組
織
拡
大
を
目
指
し

て
い
ま
す
。 

最
近
の
労
働
相
談
の
傾
向
と
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
絡
み
合
っ
た
複

雑
な
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
平

和
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
た
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
の
垣
根
を
越
え
た
運
動

の
前
進
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
１
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

昨
年
の
事
務
局
次
長
か
ら
、
今
期
副

議
長
に
選
出
し
て
頂
き
ま
し
た
Ｊ
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ｕ
の
小
橋
で
す
。
引
き
続
き
機
関
紙

部
長
を
担
当
し
ま
す
。
２
０
０
２
年
に

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
支
部
を
結
成
し
て
一
番
大
き

な
活
動
は
高
年
法
で
す
。
で
き
た
て
の

高
年
法
で
６
０
歳
以
降
の
採
用
が
さ
れ

ず
、
北
九
州
市
内
は
も
ち
ろ
ん
博
多
ま

で
地
区
労
連
の
車
で
街
宣
し
て
回
り
ま

し
た
が
、
採
用
さ
れ
ず
今
は
現
役
労
働

者
が
い
な
く
て
組
合
活
動
が
で
き
て
い

ま
せ
ん
。 

機
関
紙
を
主
と
し
て
動
い
て
い
ま

す
。
大
会
で
も
お
願
い
し
ま
し
た
が
紙

面
を
充
実
す
る
た
め
に
も
活
動
記
事
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

  

昨
年
に
引
き
続
き
、
副
議
長
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
佐

野
で
す
。
全
教
北
九
州
市
教
職
員
組
合

で
副
執
行
委
員
長
を
し
て
い
ま
す
。
権

限
移
譲
に
よ
っ
て
、
来
年
度
よ
り
私
た

ち
は
市
の
職
員
と
な
り
、
市
当
局
と
の

交
渉
が
始
ま
り
ま
す
。 

労
働
条
件
・
働
く
者
の
権
利
な
ど
、

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、
地

区
労
連
に
結
集
す
る
皆
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

                             

                             

                             

 

                            

                             

８
・
１
９ 

８
・
１
９ 

 

東
洋
食
品
株
式
会
社
と
未
払
い
賃

金
、
解
雇
撤
回
裁
判
で
た
た
か
っ
て
い

る
澤
山
で
す
。
こ
の
度
、
北
九
州
地
区

労
連
の
幹
事
と
な
り
ま
し
た
。 

 

み
な
さ
ま
に
は
、
署
名
や
裁
判
傍
聴

な
ど
様
々
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
で
、
パ
ワ
ハ
ラ
や
長

時
間
労
働
・
未
払
い
賃
金
な
ど
決
し
て

許
す
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
裁
判
を
た
た

か
い
な
が
ら
、
地
域
で
お
こ
る
労
働
紛

争
の
解
決
に
今
度
と
も
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

引
き
続
き
の
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

幹
事 

 

澤
山 

秀
之
さ
ん 

（
地
域
ユ
ニ
オ
ン
） 

 

 北九州地区労連は、２０１６年９月１１日（日）西部毎日会館で、第２８回定期大会を開催し２０１５年度活動報

告、２０１５年度決算報告、２０１６年度運動方針、秋季年末闘争方針、２０１６年度予算などについて満場一致で

採択するともに、永冨議長をはじめとする新しい役員体制を確立しました。 ２０１６年度新役員の自己紹介と決意、

プロフィールなどが寄せられましたので、４回に分けて掲載します。          （順不同、敬称略） 

事
務
局
次
長 

 
 

 
 

 
 

細
川 

達
也
さ
ん 

（
健
和
会
労
組
） 

 

事
務
局
長 

 

道
下 

哲
也
さ
ん 

（
安
川
合
同
支
部
） 

 

副
議
長 

 

小
橋 

弘
子
さ
ん 

（
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
支
部
） 

北
九
州
地
区
労
連
に
加
盟
す
る
、
北

九
州
地
域
一
般
労
働
組
合
（
地
域
ユ
ニ

オ
ン
）
は
現
在
３
つ
の
裁
判
、
６
つ
の

団
体
交
渉
事
案
を
た
た
か
っ
て
い
ま

す
。
裁
判
事
案
は
東
洋
食
品
で
は
不
当

解
雇
、
賃
金
未
払
い
裁
判
を
４
名
の
組

合
員
が
、
三
菱
化
学
物
流
で
は
セ
ク
ハ

ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
慰
謝
料
請
求
裁
判
が
、

ま
た
若
松
区
の
喜
楽
鉱
業
で
は
パ
ワ

ハ
ラ
慰
謝
料
請
求
裁
判
が
た
た
か
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
ツ
ク
イ
（
職
場
復
帰
）、
は

す
わ
歯
科
医
院
（
退
職
勧
奨
）
、
北
九

州
総
合
病
院
（
パ
ワ
ハ
ラ
・
障
害
者
差

別
）、
聖
徳
（
厚
生
年
金
過
少
申
告
）、

協
和
興
産
（
解
雇
）
、
日
産
健
康
保
険

組
合
な
ど
と
団
体
交
渉
を
た
た
か
っ

て
い
ま
す
。 

 

裁
判
闘
争
、
団
体
交
渉
な
ど

の
取
り
組
み 

秋の一日行動で北九州からブラック企業をなくす 

ために行政として努力してほしいと訴える澤山さん 

副
議
長 

 

佐
野 

哉
夫
さ
ん 

（
全
教
北
九
州
） 

 



２０１６年１１月２０日 北九州地区労連 ニュースＮｏ．１２１号（３） 

          

北
九
州
で
は
、
戦
争
法
や
労
働
法
改

悪
へ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
垣

根
を
越
え
た
共
闘
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
１
１
月
５
日
（
土
）
１
１
時
か
ら

共
同
セ
ン
タ
ー
が
、
南
ス
ー
ダ
ン
へ
の

自
衛
隊
派
遣
に
駆
け
つ
け
警
護
と
い

う
新
し
い
任
務
が
つ
け
ら
れ
る
と
い

う
緊
迫
し
た
情
勢
の
中
、「
戦
争
法
廃

止
」「
自
衛
隊
の
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
を

や
め
ろ
」
の
署
名
運
動
を
、
小
倉
駅
前

広
場
で
取
り
組
み
、
１
０
人
が
参
加
し

４
１
筆
の
署
名
を
集
約
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
北
九

州
ネ
ッ
ト
は
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
部
隊

へ
の
新
任
務
付
与
阻
止
の
緊
急
街
宣

を
１
１
月
１
５
日
７
時
４
５
分
か
ら

小
倉
駅
で
実
施
し
１
５
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
１
１
月
１
６
日
に

は
、
小
倉
平
和
委
員
会
が
１
１
月
２
０

日
予
定
さ
れ
て
い
る
、
陸
上
自
衛
隊
小

倉
駐
屯
地
の
創
立
６
０
周
年
記
念
の

戦
闘
機
祝
賀
飛
行
の
中
止
を
求
め
る

要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
は
、
主
力
部
隊

の
ケ
ニ
ア
が
１
１
月
２
日
、
１
０
５
０

名
の
撤
退
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｋ

Ｏ
派
遣
の
５
原
則
は
完
全
に
崩
壊
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
安
倍
首
相
は
、

１
０
月
１
１
日
の
予
算
委
員
会
で
南

ス
ー
ダ
ン
の
武
力
衝
突
は
戦
闘
行
為

で
は
な
く
、「
衝
突
」
だ
な
ど
と
詭
弁

を
弄
し
、
１
１
月
１
５
日
つ
い
に
、「
駆

け
つ
け
警
護
、
宿
営
地
防
衛
」
の
新
任

務
付
与
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
憲
法

違
反
の
駆
け
付
け
警
護
付
与
の
閣
議

決
定
反
対
の
世
論
を
拡
げ
て
行
き
ま

し
ょ
う
！ 

 

政
府
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
の
国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
に
関
し
、
２
０

１
６
年
３
月
に
施
工
さ
れ
た
安
保
法
案
＝
戦
争
法
に
基
づ
く
自
衛
隊
初
の
任
務

と
し
て
「
駆
け
付
け
警
護
」
を
盛
り
込
ん
だ
実
施
計
画
の
変
更
を
閣
議
決
定
し

ま
し
た
。
従
事
す
る
自
衛
隊
は
任
務
遂
行
に
必
要
な
武
器
使
用
が
認
め
ら
れ
る

た
め
、
南
ス
ー
ダ
ン
が
「
殺
し
、
殺
さ
れ
る
最
初
の
例
と
な
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。
新
し
い
任
務
は
、
１
２
月
１
２
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

「
人
間
誰
で
も
よ
い
人
生
を
生
き
た
い

と
願
っ
て
い
る
。
励
ま
し
が
な
け
れ
ば
途

中
で
く
じ
け
て
し
ま
う
。
演
劇
は
そ
れ
を

励
ま
し
て
く
れ
る
の
で
す
。」
こ
れ
は
、
あ

る
市
民
劇
場
（
演
劇
鑑
賞
会
）
の
事
務
所

に
貼
ら
れ
て
い
る
一
文
で
す
。 

来
年
２
月
２
５
日
（
土
）、
ご
当
地
北
九

州
芸
術
劇
場
に
て
上
演
さ
れ
る
「
怒
る
富

士
」（
新
田
次
郎
原
作
）
は
、
ま
さ
に
そ
う

し
た
内
容
の
濃
い
舞
台
作
品
で
あ
り
、
ご

覧
い
た
だ
く
方
お
一
人
お
一
人
の
、
そ
れ

こ
そ
魂
に
触
れ
る
演
劇
で
す
。 

 

こ
の
度
の
上
演
は
、
北
九
州
地
区
労
連

加
盟
の
組
合
員
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
々
が
任
意
で
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
そ
の
事
務
局
も
地
区
労
連
事
務
所
内

に
置
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
っ
て
皆
様
組
合
員
の
方
々
と

の
距
離
感
が
一
挙
に
縮
ま
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
、
感
激
の
他
あ
り
ま
せ
ん
。「
怒
る
富

士
」
で
は
若
き
農
民
群
像
が
大
活
躍
を
し
、

歴
史
を
動
か
す
の
は
彼
ら
の
世
代
で
あ
る

こ
と
が
実
感
で
き
る
作
品
で
す
。
そ
の
思

い
を
、
と
り
わ
け
若
き
組
合
員
さ
ん
た
ち

と
共
有
し
た
い
！
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

多
く
の
皆
様
の
参
加
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。 

 
 

 
 

 

前
進
座 

嵐 
 

圭
史 

高
木
弁
護
士
、
前
田
弁
護
士
、
荒
牧
弁
護
士
、
三
輪
市
民
の
会
事
務
局
長
な
ど
が
呼

び
か
け
人
と
な
っ
て
、「
怒
る
富
士
」
公
演
成
功
を
め
ざ
す
実
行
委
員
会
の
呼
び
か
け
が

あ
り
、
北
九
州
地
区
労
連
も
、
永
冨
議
長
が
実
行
委
員
会
の
代
表
呼
び
か
け
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
前
進
座
「
怒
る
富
士
」
の
公
演
は
、
２
０
１
７
年
２
月
２
５
日
に
北
九
州

芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
ま
す
。
実
行
委
員
会
で
は
、
最
低
で
も
１
０
０
０
人

の
労
働
者
・
市
民
に
見
て
い
た
だ
こ
う
と
取
り
組
み
を
強
め
て
い
ま
す
。 

加
盟
組
合
か
ら
も
積
極
的
に
実
行
委
員
会
へ
の
参
加
と
公
演
成
功
の
た
め
に
組
合
員

の
皆
さ
ん
へ
の
参
加
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。 

「
怒
る
富
士
」
公
演
の
主
役
を
務
め
る
嵐
圭
史
氏
か
ら
、
公
演
成
功
に
向
け
て
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
の
で
全
文
掲
載
し
ま
す
。 

戦闘機祝賀飛行の中止を求め、 

自衛隊北方駐屯地に申し入れ 

「怒る富士」公演で挨拶を行う嵐圭史さん 


